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研究成果の概要（和文）：第2次世界大戦を含む1938年～1951年の10年余りの間、中国の上海に中欧・東欧系ユダヤ人
難民のコミュニティが存在した。彼らはナチスドイツの迫害やドイツ軍の侵攻に追われ、当時入国ビザが不要だった上
海租界に逃れた約1万7000人のユダヤ人だった。本研究では気候、言語、文化、習慣、社会制度などが故郷のヨーロッ
パと大きく異なる上海において、ユダヤ人難民たちがコミュニティとして生活再建に取り組んだ活動を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：From 1938 to 1951 for more than ten years that include World War II existed in 
Shanghai in China a community of Jewish refugees from Central Europe and East Europe. They were about 
17,000 Jews, who escaped the persecution by Nazi Germany against Jews or the invasion of the German 
armies and took refuge in Shanghai Settlement that did not demand for any entry visas in those days. 
Jewish refugees struggled to rebuild their life in Shanghai where climate, language, culture, custom and 
social system are quite different from their homes in Europe. This Research clarifies their activities as 
community.

研究分野：難民支援
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
（1）第 2次世界大戦を含む約 13 年間（1938
年～1951 年）中国上海に中欧系・東欧系ユダ
ヤ人の難民社会が存在した。彼らは 1938 年 3
月のナチスドイツによるオーストリア併合
から 1941 年 6月の独ソ戦開始に至る時期に、
ナチスによる迫害やドイツ軍の侵攻に追わ
れ、当時入国ビザが不要だった上海租界に逃
れた約 1万 7000 人のユダヤ人である。 
彼らの多くは当時日本軍が管理していた
蘇州河以北の虹口・楊樹浦地区に居住した。
1937 年 8 月～10 月の第 2 次上海事変で被害
を受けたこの地区は家賃が安かったからで
ある。1943 年 2月の日本軍の布告により、同
年5月以降市内の他の地区に住むユダヤ人難
民も虹口・楊樹浦地区の中の約 2㎢の「指定
区域」（いわゆる「上海ユダヤ人ゲットー」）
に居住・就労を制限され、終戦までそこに留
まった。 
 
（2）上海のユダヤ人難民社会に関する研究
は 1960 年代の Herman Dicker による紹介か
ら始まり、1970 年代の David Kranzler の多
面的な記述によりその基礎が構築された。上
海移住から50年が過ぎた1990年以降Ernest 
Heppner を始めとするかつての難民のメモワ
ールやインタビュー集が出版されるように
なり、1990 年代半ばからはそれらのメモワー
ルを参照した研究も Marcia Ristano や James 
Ross らにより開始された。2000 年頃からは
アメリカやドイツに保存されている公文書
の発掘とそれに基づく実証的な研究が
Astrid Freyeisen や Christiane Hoss らによ
って始められた。2005 年に発表された丸山直
起の『太平洋戦争と上海のユダヤ難民』は、
上海にユダヤ人難民社会が生まれるに至っ
た政治状況を解明する優れた国際関係史的
研究である。 
 
 
２．研究の目的 
 
（1）本研究代表者（阿部吉雄）は上海のユ
ダヤ人難民社会について、その実態を解明す
べく多方面の資料を用いて研究を行ってい
る。ユダヤ人難民たちは戦時下の上海におけ
る劣悪な環境の中を生き抜かねばならなか
ったが、その過程で中国人との共生と異文化
理解、西欧キリスト教社会に同化していた自
らのアイデンティティの再構築、民主的選挙
に基づく自治、共同体における連帯意識の強
化、失業者への職業訓練や起業支援、伝統的
な家父長制社会から男女共同参画社会への
移行などを経験した。その研究を通して今日
世界中で頻発する紛争や災害による難民問
題、さらには現代社会全般を考察する上で有
用な視座が得られるものと考える。 
 
（2）本研究の目的はまた、上海のユダヤ人

難民社会が行った危機的状況の克服への努
力を「生活再建」の観点から分析し、現代の
難民問題を解決するための知見を得ること
にある。難民問題の解決における重要な課題
は、命の危機を逃れた難民の長期的な生活再
建を行うことである。その場合は外部からの
難民個々人への支援だけでなく、難民たち自
身によるコミュニティの創造、共通の目標意
識や相互扶助の確立が必要となる。本研究は
上海のユダヤ人難民社会という具体例の分
析を通して、難民問題の普遍的理解と難民が
置かれる困難な状況の解決方法の発見を目
指すものである。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究は上述の先行研究を踏まえつつ、最近
見つかった各種資料（難民が発行した新聞、
各種名簿、メモワール等）やこれまで利用さ
れなかった日本や中国の公文書から得られ
る様々なデータを有機的に組み合わせ、上海
のユダヤ人難民社会が自らの持続可能性を
目指して、いかなる現状認識や将来の予測に
基づき共同体としてどのような施策を講じ、
また個々人が行動したかを明らかにしよう
とするものである。 
 
 
４．研究成果 
 
（1）2012 年度は、難民が発行した新聞に掲
載された「週刊医学ニュース」と、上海のユ
ダヤ人難民社会の自治組織として成立した
ユダヤ教区が発行した『教区新聞』の記事を
取り上げた。 
①上海の夏は摂氏 40 度近くになり、湿度も
高い。これに貧弱な衛生条件が重なり、ユダ
ヤ人難民たちが故国で経験したことのない
赤痢、腸チフス、マラリアなどが次々に流行
した。寒い湿った冬もインフルエンザや呼吸
器系の疾病をもたらした。上海のユダヤ人難
民の中には 200 人以上の医師、180 人の歯科
医、120 人の看護師がいた。これらの医師や
看護師が上海在住ユダヤ人による支援委員
会やユダヤ教区と協力し、脆弱な状態にある
難民社会が直面する健康上の様々な危機に
対応した。ユダヤ人難民が発行した新聞の 1
つの『上海ユダヤ新聞』（Shanghai Jewish 
Chronicle）では、1941 年半ばから 1942 年後
半 に か け て 「 週 刊 医 学 ニ ュ ー ス 」
（ Medizinische Wochenschau / Medical 
Weekly Review）という記事が定期的に掲載
された。「チフスとパラチフスについて知っ
ておくべきこと」、「熱帯病について」、「気候
に関する考察」、「上海での皮膚病について」、
「医学の世界から。誰でも知っておく価値が
あるもの。熱帯の気候における神経障害／ア
モク（急性精神錯乱）とは何か／個人心理学
とは何か」、「妊娠中絶と中国の法律」、「一酸



化炭素中毒への注意」、「結核の予防」、「壊血
病」、「アメーバ赤痢」、「マラリア」、「医学に
ける蛇と蛇の毒」、「回虫」等のテーマについ
て医師たちが紹介している。記事の中の記述
から、熱帯病に関する難民たちの無知や油断
が、難民社会全体に病気を広めることへの医
師たちの危機感が大きかったことがうかが
える。 
②上海への移住当初、中欧系ユダヤ人難民た
ちは上海在住のセファルディ系ユダヤ人社
会やロシア系ユダヤ人社会のシナゴーグで
の礼拝に参加していた。しかし礼拝における
言語や様式の違いもあり、難民たちはまもな
く独自の礼拝を希望するようになる。試行的
に行われた難民たちだけによるドイツ式の
礼拝が成功した結果を受けて、上海在住の両
ユダヤ人社会による支援組織「上海ヨーロッ
パ系ユダヤ人難民支援委員会」（Committee 
for the Assistance of European Jewish 
Refugees in Shanghai / CFA）下の組織とし
て 1939 年 7 月に「ユダヤの宗教的共同体」
（die Jüdische Kultusgemeinde）（以下、「上
海ユダヤ教区」、「ユダヤ教区」、「教区」）が
誕生する。そして 11 月には上海ユダヤ教区
は CFA から独立する。発足はしたものの、ま
だ CFA から独立はしていない 9月に、上海ユ
ダヤ教区は週刊で『ユダヤの宗教的共同体教
区新聞』（das Gemeindeblatt der Jüdischen 
Kultusgemeinde）（以下、『教区新聞』）の発
行を始める。これはユダヤ暦の新年（5700 年
Tischri 月 1 日）に合わせたものだった。そ
の 1939 年に発行された版の記事を通して、
発足当初のユダヤ教区執行部の人的構成、ユ
ダヤ人難民社会における教区設立に対する
様々な意見、上海在住の両ユダヤ人社会との
関係、いまだドイツに残るユダヤ人たちへの
想い、発足当初の教区の課題と活動などを知
ることができる。特にユダヤ教（聖書）とユ
ダヤ文化に関する記事が目立ち、ユダヤ教
徒・ユダヤ人として集団のアイデンティティ
を確立しようとする意図が見られる。また、
ユダヤ人難民ジャーナリストによる他の新
聞と違い、『教区新聞』はヨーロッパの戦況
や国際政治に関するニュースは扱わず、上海
での出来事の報道もユダヤ教区に関係する
ものに限られていた。 
 
（2）2013 年度は 2012 年度に引き続き、1939
年に発行された『教区新聞』を扱った。ユダ
ヤ教区の会員に無料配布され、広告収入を原
資として発行された『教区新聞』に掲載され
た広告の分析を通して、当時のユダヤ人難民
社会の生活再建を目指して行われた経済活
動の特徴を確認した。広告の件数および広告
文 1 件あたりの行数、新規の広告の件数は 9
月の創刊以降穏やかに増加するが、冬には減
少した。このことから、ヨーロッパとは異な
る上海の経済環境の中で起業できる能力と
資力を持つ難民は、1939 年の秋の時点でほと
んど開業し終えていたこと；ヨーロッパ出身

のユダヤ人難民たちにおいては、独自の礼拝
を行うユダヤ教区の設置への初期の興奮か
ら醒めるに伴い、『教区新聞』の広告効果へ
の期待も落ち着いたこと；週刊の『教区新聞』
の広告効果は、広告主の業種によっては日刊
新聞に劣っていたことなどが推測される。広
告主の所在地で見ると、蘇州河以北の共同租
界（難民の約半数が居住した虹口・楊樹浦地
区）が 66.2％、蘇州河以南の共同租界が
15.9％、フランス租界が 15.9％、租界西側の
越界路区が 0.6％、不明が 1.5％だが、後に
なるほど、そして新規の広告（開業）は虹口・
楊樹浦地区の割合が増える。1937 年の第 2次
上海事変における戦闘の被害を受け、家賃が
安かった虹口・楊樹浦地区にユダヤ人難民が
集中していたのに対し、資産的に恵まれた難
民たちの多くは蘇州河以南の共同租界やフ
ランス租界に住みついていたため、起業する
条件に恵まれた彼らの広告がその分多くな
るはずなのに、実際には比較的少なかった。
おそらく、蘇州河以南の共同租界やフランス
租界の難民たちは租界の外国人社会への参
入を目指し、一方虹口・楊樹浦地区の人々は
ユダヤ人難民のコミュニティの中で生計を
立てる道を選んで『教区新聞』に広告を出し
たと考えられる。業種によっては場所の偏在
があり、医師や貴重品の買取り業者の住所は
蘇州河以南の共同租界やフランス租界であ
ることが珍しくない。また食品関係では日々
の飲食は虹口・楊樹浦地区、食品製造はフラ
ンス租界という傾向も見られる。業種別では、
医療関係（18.9％）、食品関係（18.6％）、貴
重品買取り（12.2％）の 3 分野が最も多く、
当時の上海ユダヤ人難民社会の状況を反映
している。すなわち、いずれの分野でも難民
社会の内部における需要が現れているだけ
でなく、ユダヤ人難民たちが上海租界と接点
を持ち、租界の経済活動や社会体制に組み込
まれ、また租界の状況にさまざまな影響を与
え始めていたのである。 
 
（3）2014 年度は、上海のユダヤ人難民社会
における医療活動と青少年支援という2つの
テーマに取り組んだ。 
①研究代表者は上海市档案館に保管されて
いる「欧州猶太人難民総合性材料―日本当局
管理状況等。1939～1940 年」という資料の中
に、「上海ヨーロッパ系ユダヤ人難民支援委
員会」の医療委員会が上海共同租界工部局の
公衆衛生局長に提出した、英語で書かれた報
告書を発見した。この報告書には、医療委員
会が管理運営したユダヤ人難民専用の移住
者病院、隔離病院、夏季疾病用病院、産科病
棟、中央薬局、最も貧しい難民用に数ヶ所設
置した収容施設「ハイム」に置いた外来診療
部門の活動状況、医療委員会と上海の既存の
病院との連携、医療委員会による学校衛生事
業、社会福祉事業が詳細に紹介されている。
医療委員会の報告書にはユダヤ人難民の医
師 57 名、歯科医 5 名、歯科療法士 1 名、薬



剤師 2名、看護師 1名の氏名が記載されてい
る。医療委員会の活動により、最も脆弱な上
海移住 1 年目の難民社会の死亡率は、人口
1000 人あたり 8.2 と非常に低く抑えられた。 
②上海への移住により学業が中断された 15
歳以下の子どもたちのために「上海ユダヤ人
青少年協会学校」（Shanghai Jewish Youth 
Association School）が設立された。しかし
就学年齢を過ぎた 10代後半から 20代前半の
若者たちは単身で上海へ移住した者も多く、
社会的に孤立し、コミュニティにとって失わ
れた世代になろうとしていた。1939 年 7月の
発足当初からこの問題を憂慮していた上海
ユダヤ教区は、福祉部門が青少年局を設立し、
「一般シオニスト機構」（ Allgemeine 
Zionistische Organisation / A.Z.O.）、19
世紀のロシアで誕生したユダヤ人職業訓練
組織「手仕事と農業のための協会」
（ Obschestvo Remeslenovo i. 
zemledelcheskovo Trouda / ORT）、難民の中
の手工業者たちの協力を得て、若者たちへの
卒後教育、職業訓練、就職支援を行った。職
業訓練施設では錠前屋、大工、電気技術者、
製本、ファッションデザイン、造園・園芸、
仕立屋、美容師、菓子屋、革職人、毛皮職人、
ラジオ修理工、金細工師、歯科技工士など 21
のクラスで６ヶ月間無料の訓練が行われた。
日本軍の布告により 1943 年 5 月以降すべて
のユダヤ人難民は虹口・楊樹浦地区の中の約
2㎢の「指定区域」（いわゆる「上海ユダヤ人
ゲットー」）に居住・就業が制限された。こ
の地区を管理する提籃橋分局特高股が 1944
年 8月に作成した『外人名簿』によれば、10
代後半のユダヤ人難民の半数以上が「見習
い」を経て就職しており、難民社会の取り組
みが成果を上げていたことが分かる。 
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